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弓道は、正しい姿勢で精神を集中し、「自
分」と「弓」、「的」の三者が一体となった瞬
間（「会」といいます｡）に冷静、正確かつ果
断に矢を射放つ「不動心」が必要です。
選手の皆さんは、素晴らしい精神力と体

力により、長時間の激戦を制し、優勝の栄冠
に輝きました。
このほか、本県選手団は、ねんりんピック
おいでませ山口！２０１５で輝かしい成果を上
げました。
詳しくは特報ページをご覧ください。

表紙の人	 	ねんりんピックおいでませ！山口２０１５で激戦を勝ち抜き、見事優勝した 
弓道選手団です。

優勝トロフィーを手にした弓道選手団の皆さん
後列左2人目から、須田光也さん、山本ふさ江さん、西谷敏子さん、中村庄平さん、

前列左から山澤榮さん、吉永悟さん（監督）、杉本信博さん

2すこやか長寿 69号



謹　賀　新　年

百
八
十
八
カ
国
の
二
〇
一
三
年
の

「
健
康
寿
命
」調
査
結
果
が
発
表
さ
れ
、

日
本
は
１
位
で
し
た
。
と
い
う
こ
と

は
、
日
本
一
の
静
岡
県
は
世
界
一
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
最
近
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
が
、
孤
独
な
高
齢
者
で
増
加
し
て

い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
運
動
と
食
事

へ
の
配
慮
と
共
に
、
孤
独
を
排
し
て

人
的
交
流
を
図
る
よ
う
に
努
力
し
た

い
も
の
で
す
。

し
ず
お
か
健
康
長
寿
財
団
は
、
健

康
寿
命
の
延
伸
と
生
活
の
質
向
上
に

向
け
て
、
皆
様
に
有
益
な
情
報
を
提

供
し
ま
す
。
皆
様
の
気
付
き
が
自
ら

を
戒
め
、
社
会
貢
献
に
生
か
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

今
年
も
宜
し
く
御
願
い
致
し
ま
す
。

で
、
身
体
を
鍛
え
て
い
た
だ
き
た
い

も
の
で
す
。

近
年
、
元
気
な
高
齢
者
が
増
加
し
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
一
九
五
六
年
に
提
唱
し
た

高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
の
定
義
が
実

態
に
合
わ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
本

県
で
は
、健
康
寿
命
が
男
性
71
・
68
年
、

女
性
75
・
32
年
に
達
し
た
こ
と
か
ら
、

過
日
、
実
態
と
期
待
を
交
え
て
「
ふ

じ
の
く
に
型
人
生
区
分
」
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
従
来
の
高
齢
者
の
う
ち
76

歳
ま
で
は
壮
年
、
喜
寿
の
77
歳
～
傘

寿
の
80
歳
ま
で
は
初
老
と
す
る
も
の

で
す
。

健
康
長
寿
へ
の
手
段
は
多
様
で

す
。
艶
や
か
な
衣
装
で
心
が
華
や
ぐ

よ
う
に
、
新
し
い
人
生
区
分
は
県

民
の
若
返
り
意
識
を
擽
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
県
民
一
人
ひ
と
り
が
老
化

に
抗
い
、
積
極
的
に
社
会
参
加
す
る

日
々
の
努
力
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸

と
元
気
で
活
力
あ
る
社
会
の
形
成
に

繋
が
り
ま
す
。
昨
年
８
月
27
日
、
英

国
医
学
誌
の
ラ
ン
セ
ッ
ト
に
世
界

最
近
、国
際
社
会
は
、民
族
、宗
教
、

領
土
、
貧
困
問
題
な
ど
で
混
乱
し
て

い
ま
す
。
一
方
、
国
内
に
は
安
全
保

障
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
、
消
費
増

税
と
軽
減
税
率
な
ど
、
国
民
の
暮
ら

し
に
直
結
す
る
課
題
が
多
々
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
民
主
主
義
国
家
で
は
、

「
知
ら
ぬ
が
佛
」
は
美
徳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
メ
デ
ィ
ア
情
報
の
本
質
を
見

極
め
る
国
民
一
人
ひ
と
り
の
力
量
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
健
全
な
精
神
は
健
全
な
身
体
に

宿
る
」
と
い
わ
れ
ま
す
。
昨
年
10
月

17
日
か
ら
４
日
間
、山
口
県
内
で
「
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
お
い
で
ま
せ
！
山
口

2
0
1
5
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
合
開
会
式
で
は
、
例
年
の
厚
生
労

働
省
代
表
者
以
外
に
、
初
代
ス
ポ
ー

ツ
庁
長
官
に
就
任
し
た
鈴
木
大
地

氏
が
若
く
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
式
辞

を
述
べ
ら
れ
た
の
が
印
象
的
で
し

た
。
本
県
代
表
の
方
々
は
日
頃
の
錬

磨
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
さ
れ
、
好

成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。
読
者
の

皆
様
も
自
分
の
体
力
が
許
す
範
囲

理事長ご挨拶

しずおか健康長寿財団 理事長

佐古　伊康

3 すこやか長寿 69号



「
お
い
で
ま
せ
！
元
気
な
笑
顔
ゆ
め
舞
台
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
第
28
回
全
国
健
康

福
祉
祭
や
ま
ぐ
ち
大
会
が
10
月
17
日
か
ら
4
日
間
、
山
口
県
内
の
全
19
市
町
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

静
岡
県
選
手
団
は
10
月
１
日
に
結
団
式
を
行
い
、
健
闘
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

10
月
17
日
の
総
合
開
会
式
は
、
山
口
市
の
維
新
百
年
記
念
公
園
陸
上
競
技
場
で
開

催
さ
れ
、
各
都
道
府
県
と
20
政
令
市
か
ら
役
員
を
含
め
約
１
万
人
の
選
手
団
が
入
場

行
進
し
ま
し
た
。
本
県
選
手
団
１
６
２
名
も
、
当
地
の
山
口
市
立
良
城
小
学
校
の
児

童
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
横
断
幕
と
と
も
に
堂
々
と
入
場
行
進
し
ま
し
た
。

10
月
18
日
か
ら
の
競
技
に
は
、
本
県
選
手
団
は
24
種
目
に
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
を
通
じ
て
雲
ひ
と
つ
な
い
絶
好
の
天
候
に
恵
ま
れ
、
地
元
の
小
学
生
に
も

励
ま
さ
れ
た
本
県
選
手
団
は
「
静
岡
県
の
は
つ
ら
つ
高
齢
者
こ
こ
に
あ
り
」
と
活

躍
し
、
5
種
目
6
部
門
で
優
勝
す
る
な
ど
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

結
団
式
は
、
静
岡
市
葵
区
の
静
岡
県

総
合
社
会
福
祉
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
旗
が
萩
原
綾
子
静
岡
県
健
康
福
祉
部

部
長
代
理
か
ら
大
石
勝
選
手
団
長
を
経

て
旗
手
の
津
田
一
生
選
手
（
テ
ニ
ス
）

に
渡
さ
れ
ま
し
た
。

大
石
選
手
団
長
の
挨
拶
の
後
、
竹
内

則
之
選
手
（
卓
球
）
及
び
好
田
由
貴
子

選
手
（
同
）
が
、「
熟
年
パ
ワ
ー
を
存
分

に
発
揮
し
、
正
々
堂
々
と
競
技
し
ま
す
。

ま
た
、
全
国
か
ら
参
加
し
た
選
手
及
び

山
口
県
の
人
々
と
大
い
に
交
流
の
輪
を

広
げ
、
強
い
絆
を
結
ぶ
と
と
も
に
元
気

を
分
か
ち
合
い
ま
す
」
と
力
強
く
決
意

表
明
し
ま
し
た
。

特 

報
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
お
い
で
ま
せ
！
山
口
２
０
１
５

静
岡
県
選
手
団
結
果
報
告

幕
末
～
明
治
の
志
士
を
輩
出
し
た
山
口
で

本
県
選
手
団
が
獅
子
奮
迅
の
大
活
躍
！

結
団
式　

10
月
1
日

県旗授与

決意表明 団長挨拶
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総
合
開
会
式　

10
月
17
日

競
技　

10
月
18
日
～
20
日

優
勝

　

弓
道
（
団
体
戦
）

	
	

県
選
抜
チ
ー
ム

　

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
（
団
体
戦
）

	
	

「
熟
女
」

　

サ
ッ
カ
ー
（
団
体
戦
）

	
	

「
藤
枝
東
F
C
シ
ニ
ア
」

　

水
泳　

自
由
形
男
子
25
ｍ
80
歳
以
上

　
　
　
　

自
由
形
男
子
50
ｍ
80
歳
以
上

　
　
　
　

	
	

大
塚　

安
孝

　

将
棋

	
	

粟
野　

敏
夫

二
位

　

水
泳　

背
泳
男
子
25
ｍ
75
歳
～
79
歳

　
　
　
　

背
泳
男
子
50
ｍ
75
歳
～
79
歳

	
	

山
口　

英
彦

三
位

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
団
体
戦
）

	
	

「
Ｙ
︲
ス
タ
ッ
フ
」

　

将
棋

	
	

宇
藤　

敬
之

　

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

	
	

本
間　

昭
広

優
秀
賞

　

卓
球
（
団
体
戦
）

	
	

「
ち
ゃ
っ
ぴ
ー
」

　

テ
ニ
ス
（
団
体
戦
）

	
	

「
駿
河
の
国
」

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
団
体
戦
）

	
	

「
ふ
じ
さ
ん
」

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
（
団
体
戦
）

	
	

「
中
部
藤
枝
」

　

ゴ
ル
フ
（
団
体
戦
）

	
	

県
選
抜
チ
ー
ム

　

マ
ラ
ソ
ン
（
３
㎞
男
子
70
歳
未
満
）

	
	

鈴
木　

淳
一

　
　
　
　
　
（
３
㎞
女
子
70
歳
以
上
）

	
	

西
郷
す
み
江

　
　
　
　
　
（
５
㎞
女
子
70
歳
以
上
）

	
	

田
村　

朝
代

　

剣
道
（
団
体
戦
）

	
	

県
選
抜
チ
ー
ム

　

な
ぎ
な
た
（
個
人
戦
）

	
	

片
桐　

由
紀
子

　
　

	
	

不
知　

徳
子

　

ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
（
ル
ン
バ
）

	
	

吉
岡　
一
美

	
	

丸
岡　

千
春

　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー

	
	

山
田　

和
輝

◎
選
手
団
の
競
技
成
績

　
上
位
入
賞
結
果
は
次
の
と
お
り

団
体
は
県
選
抜
又
は
「
チ
ー
ム
名
」

個
人
は
敬
称
略

5 すこやか長寿 69号



卓　　球 テニス ソフトテニス

ソフトボール ゲートボール ペタンク

ゴルフ マラソン 弓　　道

剣　　道 グラウンド・ゴルフ なぎなた

太極拳 ウォークラリー ソフトバレーボール

◎
熱
戦
の
様
子

6すこやか長寿 69号



平成28年度の「ねんりんピック」は、平成28年10月に長崎県で開催されます。
本県選手団の今大会に負けない活躍を祈念します。

サッカー 水　　泳 ダンススポーツ

ボウリング ラグビー アーチェリー

囲　　碁 将　　棋 健康マージャン

大石勝選手団長（前列右から2人目）とともに、各競技種目で入賞した静岡県代表選手24

名が、大須賀淑郎副知事（前列中央）に成績を報告しました。（県庁特別会議室にて）

報
告
会　

11
月
５
日

予告

7 すこやか長寿 69号



な
く
、最
初
は
大
き
な
抵
抗
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、す
こ
や
か
な
長
寿
を
目
指
さ
れ
る

の
で
あ
れ
ば
、上
手
に
眼
鏡
を
利
用
す
る
方

が
賢
明
で
す
。

緑
内
障
は
早
期
発
見
が
大
切
で
す
。

緑
内
障
と
は
、眼
圧
（
眼
球
内
の
圧
力
）

が
上
昇
し
て
徐
々
に
視
神
経
が
障
害
さ
れ

て
い
く
病
気
で
す
。40
歳
以
上
の
約
20
人
に

１
人
が
罹
患
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
、患
者
さ

ん
は
増
加
し
ま
す
。

緑
内
障
は
、発
症
し
て
も
自
覚
症
状
が
無

く
、進
行
し
な
い
と
症
状
が
は
っ
き
り
し

な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、進
行
す
る

と
失
明
に
至
る
こ
と
も
あ
る
恐
ろ
し
い
病

気
で
す
。

眼
科
で
は
、眼
圧
測
定
、視
野
検
査
や
眼

底
検
査
に
よ
っ
て
緑
内
障
と
診
断
し
ま
す
。

治
療
に
は
主
に
点
眼
薬
が
使
わ
れ
ま
す
。よ

い
点
眼
薬
が
た
く
さ
ん
出
て
い
て
、点
眼
で

進
行
を
止
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
来

ま
し
た
。し
か
し
点
眼
薬
で
進
行
を
止
め
ら

れ
な
い
と
、手
術
治
療
を
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。治
療
の
選
択
に
つ
い
て
は
眼
科
の
主

治
医
と
よ
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

緑
内
障
で
一
度
失
わ
れ
た
視
野
は
回
復
し

ま
せ
ん
。失
明
を
防
ぐ
た
め
に
も
、40
歳
を

超
え
た
ら
定
期
的
に
健
診
を
受
け
て
眼
圧

や
眼
底
、さ
ら
に
視
野
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、

な
に
よ
り
緑
内
障
と
診
断
さ
れ
た
ら
、早
期

に
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

老
眼
に
な
る
と
近
く
が
見
に
く
く
な
り
ま
す
。

目
は
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
の
よ
う
な
構
造

を
し
て
い
て
、レ
ン
ズ
に
あ
た
る
の
が
「
水

晶
体
」、フ
ィ
ル
ム
に
あ
た
る
の
が
「
網
膜
」

で
す
。老
化
に
と
も
な
い
、水
晶
体
の
弾
性

が
低
下
し
て
ピ
ン
ト
を
調
節
す
る
力
が
衰

え
る
と
、近
く
の
物
が
見
に
く
い
の
が
気
に

な
り
ま
す
。こ
れ
を
老
眼
（
老
視
）と
い
い

ま
す
。

老
眼
に
な
る
と
眼
鏡
を
使
っ
て
調
節
の

衰
え
を
補
い
ま
す
。40
歳
頃
か
ら
困
る
方
が

多
い
の
で
す
が
、も
と
も
と
目
に
自
信
の
あ

る
、若
い
頃
に
眼
鏡
な
し
で
遠
く
が
よ
く
見

え
た
人
の
方
が
、近
眼
（
近
視
）の
人
に
比

べ
て
先
に
困
り
ま
す
。眼
鏡
な
し
で
遠
く
が

よ
く
見
え
る
人
は
、眼
鏡
を
か
け
る
習
慣
が

健康はつらつゼミ

加
齢
に
よ
る
目
の
病
気

眼
科
教
授

　
　
　
　
　
　

堀ほ
っ
た田 

喜よ
し
ひ
ろ裕 

さ
ん

国
立
大
学
法
人
浜
松
医
科
大
学

昭和58年	順天堂大学医学部卒業
昭和61年	 米国National	Institutes	of	Healthに留学
平成元年	 順天堂大学医学部助手
平成8年	 順天堂大学医学部講師
平成11年	 名古屋大学医学部講師
平成12年	 浜松医科大学医学部教授
	
日本眼科学会評議員
公益財団法人静岡県アイバンク理事長
ISGEDR理事
日本臨床視覚電気生理学会理事
日本神経眼科学会評議員

平成12年	 日本眼科学会学術奨励賞
	 Rohto賞

堀田喜裕さんプロフィール
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健康はつらつゼミ

加
齢
黄
斑
変
性
に
か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

加
齢
黄
斑
変
性
は
、網
膜
の
中
心
に
あ

る
「
黄
斑
部
」と
い
う
部
分
に
異
常
が
起
き

ま
す
。患
者
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど
は
60
歳
以
上

で
、視
力
低
下
、変
視
症
（
ゆ
が
み
）、中
心

の
視
野
が
暗
く
な
る
な
ど
の
症
状
を
訴
え

ま
す
。

こ
の
病
気
は
、早
期
発
見
し
て
治
療
す
る

こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
す
が
、片
方
の
目
か

ら
症
状
が
現
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、異
常

に
気
が
つ
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。老
後

を
す
こ
や
か
に
過
ご
す
た
め
に
、50
歳
以
上

の
方
は
健
診
を
受
け
て
眼
底
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
か
、片
目
ず
つ
隠
し
て
碁
盤
の
マ
ス
目

や
障
子
の
桟
が
ま
っ
す
ぐ
見
え
る
か
ど
う

か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。そ
し
て
少
し
で
も
ゆ

が
み
を
感
じ
た
ら
、す
ぐ
に
眼
科
医
に
相
談

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

眼
科
で
は
、病
気
の
程
度
に
よ
っ
て
経
過

観
察
す
る
か
、す
ぐ
に
治
療
す
る
か
を
決
め

ま
す
。「
抗
血
管
内
皮
増
殖
因
子
薬
」の
注
射

に
よ
っ
て
、進
行
例
も
治
療
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。た
だ
し
、こ
の
注
射
は
高
価
で
、保

険
適
用
で
も
自
己
負
担
額
が
１
回
６
万
円

程
か
か
り
ま
す
。両
眼
と
も
進
行
す
る
と
、

携
帯
電
話
の
画
面
や
テ
レ
ビ
の
字
幕
が
読

め
な
く
な
り
、車
の
運
転
も
で
き
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、緑
内
障
と
同
様
、な
に
よ

り
早
期
発
見
、早
期
治
療
が
大
切
で
す
。

長
寿
の
時
代
な
の
で
白
内
障
手
術
は
上
手

に
受
け
ま
し
ょ
う
。

白
内
障
と
は
水
晶
体
が
濁
る
病
気
で
、多

く
は
加
齢
に
よ
る
も
の
で
す
。症
状
と
し
て

は
、視
力
低
下
、か
す
み
、ま
ぶ
し
さ
を
訴

え
ま
す
。点
眼
薬
も
あ
り
ま
す
が
、点
眼
に

よ
っ
て
水
晶
体
の
濁
り
は
改
善
し
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、混
濁
が
進
行
し
た
ら
手
術

を
す
す
め
ま
す
。目
の
手
術
と
い
う
と
怖
い

で
す
ね
。し
か
し
、こ
の
20
年
間
に
白
内
障

の
手
術
方
法
は
大
き
く
進
歩
し
ま
し
た
。一

般
的
に
は
２
～
３
㎜
程
度
の
傷
な
の
で
、縫

合
も
し
ま
せ
ん
し
、最
も
痛
く
な
い
手
術
の

一
つ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。

取
り
除
い
た
水
晶
体
の
代
わ
り
に
人
工

水
晶
体
を
入
れ
ま
す
が
、一
度
入
れ
た
人
工

水
晶
体
の
入
れ
替
え
が
必
要
に
な
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。「
テ
レ
ビ
の
字

幕
を
見
た
い
」、「
車
の
運
転
を
続
け
た
い
」

な
ど
、患
者
さ
ん
の
希
望
が
手
術
の
き
っ
か

け
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、す
こ
や
か

な
長
寿
を
目
指
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、ど
こ

か
で
白
内
障
手
術
を
受
け
て
お
か
れ
た
方

が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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了
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
、す
こ
や
か
に
育
つ
環
境

づ
く
り
に
力
を
入
れ
、幼
児
・
母

親
と
一
緒
に
な
っ
て
、お
遊
戯
や

歌
遊
び
・
紙
芝
居
・
ゲ
ー
ム
を「
あ

そ
び
の
教
室
」に
取
り
入
れ
、幼

少
期
か
ら
仲
間
と
の
適
応
力
と
、

運
動
あ
そ
び
に
よ
る
体
力
づ
く

り
を
母
親
と
一
緒
に
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

永
子
さ
ん
は
、静
岡
県
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
修
了
者
と
し

て
、地
域
活
動
を
誰
よ
り
も
大
切

に
推
進
し
て
い
る
一
人
で
も
あ

り
ま
す
。

（
富
士
・
富
士
宮
地
区　

生
き
が
い
特
派
員　

渡
邊
英
機
）

で
、幼
児
か
ら
高
校
生
を
対
象
に

構
成
さ
れ
る
「
富
士
宮
少
年
少
女

合
唱
団
」と
、三
十
歳
か
ら
八
十
歳

の
女
性
で
構
成
さ
れ
る
「
な
な
か

ま
ど
女
声
合
唱
団
」を
指
導
し
、市

民
文
化
祭
や
、芸
術
祭
、施
設
訪
問

な
ど
の
行
事
に
参
加
し
、歌
を
通

し
て
四
世
代
の
人
達
が
関
わ
り

を
持
つ
、生
涯
学
習
の
場
づ
く
り
・

コ
ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
・
心

身
の
健
康
を
育
む
場
づ
く
り
に

力
を
注
い
で
い
ま
す
。

演
奏
会
は
、年
間
十
二
舞
台

の
出
演
を
計
画
し
、市
内
の
み
な

ら
ず
近
隣
の
市
町
に
出
向
き
、日

頃
み
ん
な
で
鍛
え
あ
げ
た
歌
声

を
披
露
し
、多
く
の
来
場
者
を
魅

び
、富
士
宮
市
母
親
ク
ラ
ブ
連
絡

協
議
会
の
代
表
と
し
て
精
力
的

に
活
動
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

親
子
世
代
間
の
交
流
・
文
化
・

児
童
養
育
に
関
す
る
活
動
等
に
、

取
組
ん
で
い
る
永
子
さ
ん
が
歩

ん
で
き
た
道
の
り
は
、静
岡
県
教

員
採
用
後
、県
の
児
童
合
唱
団
の

指
導
に
携
わ
り
ま
す
が
、早
く
に

退
職
さ
れ
そ
の
後
、教
育
現
場
で

鍛
え
上
げ
た
知
識
と
持
ち
前
の

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
る
手
腕
が

か
わ
れ
、幼
稚
園
、中
学
校
、高
等

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
推
挙
さ

れ
、教
育
の
健
全
育
成
に
力
を
注

ぎ
、こ
こ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
は
、本
職
と
す
る
音
楽

「
ま
ち
の
子
は
、み
ん
な
わ
が

子
」を
合
言
葉
に
、子
供
た
ち
の

健
全
育
成
を
願
っ
て
、地
域
ぐ

る
み
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
っ
て
い
る
静
岡
県
地
域
活
動

連
絡
協
議
会
「
母
親
ク
ラ
ブ
」会

長
の
加
納
永
子
さ
ん
（
六
十
七

歳
）は
、四
人
の
子
供
さ
ん
が
お

り
、子
育
て
が
一
番
大
変
な
時
期

に
多
く
の
方
々
に
協
力
を
戴
き
、

子
供
を
育
て
て
き
ま
し
た
。

子
育
て
が
終
わ
っ
た
今
、お

世
話
に
な
っ
た
み
な
さ
ん
に
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
、子
育
て
支

援
・
児
童
健
全
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
る
全
国
地
域
活
動
連
絡

協
議
会
「
母
親
ク
ラ
ブ
」の
牽
引

役
と
し
て
、全
国
・
県
の
会
長
及

加か
の
う納  

永え
い
こ子 

さ
ん

（
富
士
宮
市
）

地
域
に
恩
返
し
！

青
少
年
健
全
育
成
に
尽
力

地域密着情報　特派員だより①

子育て支援「あそびの教室」

富士宮市「ななかまど女声合唱団」と
「少年少女合唱団」
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関
係
か
ら
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
自
然
に
入
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。子
ど
も
は
既
に
独
立
し
ま

し
た
。活
動
を
継
続
し
て
い
く
た

め
に
も
ま
た
元
気
で
長
生
き
す

る
た
め
に
も
健
康
が
重
要
と
再

認
識
し
、夫
婦
二
人
で
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
も
続
け
て
い
ま
す
。

出
来
る
時
に
出
来
る
こ
と
を

し
て
い
く
、と
い
う
遠
藤
さ
ん
の

姿
勢
に
、住
み
慣
れ
た
地
域
を
大

切
に
、そ
こ
で
生
活
を
す
る
と
い

う
地
に
根
ざ
し
た
太
い
も
の
を

強
く
感
じ
ま
す
。「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
と
お
し
て
お
互
い
に

あ
り
が
と
う
の
言
葉
が
で
ま

す
。」と
い
っ
た
遠
藤
さ
ん
の
言

葉
が
印
象
的
で
す
。

（
志
太
・
榛
北
地
区
生
き
が
い
特
派
員  

萩
原
孝
子
）

て
、市
民
自
慢
の
「
し
ま
だ
市
っ

歌
り
げ
ん
き
体
操
」で
ク
ー
ル
ダ

ウ
ン
し
ま
す
。

一
時
間
余
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
時
間
で
あ
っ
て
も
、サ
ポ
ー

タ
ー
と
利
用
者
が
互
い
に
認
め

合
い
、温
か
な
雰
囲
気
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

遠
藤
さ
ん
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
つ
い
て
、「
お
世
話
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
楽
し
い
。利

用
者
さ
ん
の
笑
顔
を
見
る
と
自

分
自
身
の
気
持
ち
が
穏
や
か
に

な
り
ま
す
。」と
感
謝
の
意
を
笑

顔
で
話
し
ま
す
。ま
た
、新
た
な

仲
間
や
友
人
が
出
来
、そ
れ
が
軸

と
な
り
、更
に
楽
し
み
が
増
え
て

い
る
と
言
い
ま
す
。

こ
の
他
に
遠
藤
さ
ん
は
手
作

り
加
工
も
手
掛
け
、今
年
度
は

ジ
ャ
ム
作
り
に
も
に
挑
戦
し
て

い
ま
す
。

六
十
五
歳
で
退
職
後
、自
身
の

健
康
維
持
の
た
め
に
と
、当
事
業

に
参
加
し
ま
し
た
。元
々
、福
祉

関
係
の
仕
事
に
従
事
し
て
き
た

し
て
仲
間
と
共
に
活
躍
し
て
い

ま
す
。

ま
ず
は
準
備
体
操
で
す
。そ

の
後
、利
用
者
は
カ
ウ
ン
ト
に
合

わ
せ
て
種
類
の
異
な
る
六
機
の

マ
シ
ン
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励

み
ま
す
。サ
ポ
ー
タ
ー
は
各
機
そ

れ
ぞ
れ
に
配
置
さ
れ
、マ
シ
ン
を

順
番
に
使
用
す
る
利
用
者
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な

が
ら
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。そ
し

遠
藤
さ
ん
（
七
十
歳
）は
幾
つ

か
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
心

か
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。現
在
の

活
動
の
中
心
は
「
げ
ん
き
ア
ッ

プ
シ
ニ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
」で
す
。

島
田
市
で
は
三
年
程
前
か
ら
、

「
シ
ニ
ア
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

開
放
事
業
」を
展
開
し
て
い
ま

す
。専
用
マ
シ
ン
を
使
用
し
た
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を

養
成
し
、講
座
修
了
者
が
利
用
者

を
支
え
る
仕
組
み
で
す
。

事
前
申
込
み
に
よ
り
、利
用
者

は
四
か
月
間
継
続
で
き
ま
す
。利

用
者
は
次
第
に
増
え
、現
在
、週

に
七
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

遠
藤
さ
ん
は
本
養
成
講
座
を

終
了
し
、週
三
回
サ
ポ
ー
タ
ー
と

地域密着情報　特派員だより②

遠え
ん
ど
う藤 

孝た
か
こ子 

さ
ん

（
島
田
市
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

い
つ
ま
で
も
元
気
にマシントレーニングをサポート

遠藤さん（前列右端）と
サポーターの皆さん
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ス
の
な
い
毎
日
を
送
る
こ
と
な

の
で
し
ょ
う
。ス
ト
レ
ス
が
な
く

な
る
と
自
然
と
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
生
活
に
な
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

も
し
か
し
た
ら
「
少
し
は
運

動
も
し
な
き
ゃ
」で
は
な
く
、「
そ

ろ
そ
ろ
運
動
し
た
い
な
」と
言
っ

て
み
る
だ
け
で
何
か
が
変
わ
る

の
か
も
…
。期
待
を
込
め
て
試
し

て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

（
浜
松
北
部
地
区
生
き
が
い
特
派
員 

平
澤
文
江
）

そ
う
で
す
。腕
前
は
怪
し
い
と
ご

本
人
は
笑
い
ま
す
。

太
田
さ
ん
が
退
職
後
始
め
た

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、生
き
が
い
を

持
た
な
き
ゃ
、と
か
、健
康
や
文

化
協
会
の
た
め
、と
い
う
気
負
い

を
伴
っ
て
お
ら
ず
、や
り
た
い
こ

と
を
や
り
た
い
よ
う
に
や
っ
た

だ
け
な
の
だ
そ
う
で
す
。結
果
と

し
て
、今
回
の
県
文
協
会
長
賞
の

受
賞
に
つ
な
が
っ
た
だ
け
だ
よ
、

と
照
れ
く
さ
そ
う
に
話
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。健
康
の
た
め
に
し

て
い
る
こ
と
は
な
い
の
か
お
尋

ね
す
る
と
、「
最
近
、ひ
と
つ
だ
け

あ
る
」と
教
え
て
下
さ
っ
た
こ
と

が
、「
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
」

だ
そ
う
で
す
。思
わ
ず
、「
え
っ
、

そ
れ
だ
け
で
す
か
？
」と
言
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
真
剣
に
考
え
て

下
さ
い
ま
し
た
が
、や
は
り
他
に

思
い
つ
か
な
い
と
の
こ
と
。

自
然
体
で
、健
康
で
、幸
せ
そ

う
に
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
太
田

さ
ん
の
健
康
長
寿
の
秘
訣
は
や

り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
、ス
ト
レ

子
供
ま
で
を
対
象
に
30
名
ほ
ど

の
生
徒
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

70
歳
ご
ろ
か
ら
は
パ
ソ
コ
ン

に
夢
中
に
な
り
、地
域
の
高
齢

者
を
対
象
に
パ
ソ
コ
ン
教
室
を

さ
れ
て
い
ら
し
た
時
期
も
あ
り

ま
す
。

畑
仕
事
も
お
好
き
だ
そ
う
で
、

「
少
し
薄
着
で
２
時
間
ば
か
り

作
業
を
す
る
と
、そ
の
後
、シ
ャ

ワ
ー
を
浴
び
て
か
ら
飲
む
ビ
ー

ル
が
美
味
し
く
っ
て
ね
！
」と
、

思
わ
ず
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
は
77
歳
か
ら
は
ピ
ア

ノ
を
始
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。喜

寿
を
き
っ
か
け
に
、何
か
新
し
い

こ
と
に
挑
戦
し
た
か
っ
た
の
だ

太
田
さ
ん
は
一
九
三
三
年
生

ま
れ
。間
も
な
く
82
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
る
そ
う
で
す
が
、姿
勢
も

良
く
、何
で
も
で
き
る
ご
様
子
か

ら
は
と
て
も
80
代
に
は
思
え
ま

せ
ん
。

浜
松
市
天
竜
区
佐
久
間
町
城

西
の
寺
子
屋
の
七
人
兄
弟
の
三

男
と
し
て
お
生
ま
れ
に
な
っ
た

太
田
さ
ん
は
、長
年
に
わ
た
る
文

化
協
会
へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
、

今
年
度
、静
岡
県
地
域
文
化
協
会

の
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
の
文
化
活
動
の
推
進
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
来
ら
れ

た
太
田
さ
ん
は
、ご
自
身
も
書
道

の
先
生
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。毎

月
合
計
４
回
、地
域
の
大
人
か
ら

太
田  

好
美 

さ
ん

（
浜
松
市
天
竜
区
）

長
寿
の
秘
訣
は
、

「
や
り
た
い
こ
と
を
や
る
」

地域密着情報　特派員だより③

静岡県地域文化協会の表彰を受けた太田さん（右端）
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「
お
達
者
度
」は
健
康
長
寿
の
指
標

や
喫
煙
率
の
低
さ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

県
で
は
引
き
続
き
市
町
と
連
携
し
、
県
民
の
健

康
増
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
毎
年
の
発

表
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

た
市
町
は
、
男
性
で
は
森
町
、
川
根
本
町
、
磐
田

市
、
女
性
で
は
森
町
、
南
伊
豆
町
、
吉
田
町
、
川

根
本
町
で
し
た
。

一
方
で
、
下
位
の
市
町
は
男
女
と
も
に
東
部
か

ら
伊
豆
方
面
の
市
町
に
多
い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し

た
。（
下
図
参
照
）

「
お
達
者
度
」
に
影
響
す
る
要
因
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、
長
い
市
町
の
特
徴
と
し
て
、
運
動
習
慣

や
健
診
受
診
率
の
高
さ
、
緑
茶
を
飲
む
量
の
多
さ

静
岡
県
で
は
、
健
康
長
寿
を
さ
ら
に
推
進
す
る

た
め
、
市
町
別
「
お
達
者
度
」
を
平
成
24
年
度
か

ら
毎
年
公
表
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
お
達
者
度
」
と
は
、
65
歳
か
ら
の
平
均

自
立
期
間
の
こ
と
で
、
65
歳
の
方
が
あ
と
ど
の
く

ら
い
の
期
間
、
自
立
し
て
健
康
に
生
活
で
き
る
か

を
表
し
た
も
の
で
す
。

厚
生
労
働
省
が
公
表
し
て
い
る
健
康
寿
命
（
健

康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な

く
生
活
で
き
る
期
間
）
は
、
市
町
別
に
は
出
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
死
亡
率
と
要
介
護
度
か
ら

算
出
し
た
「
お
達
者
度
」
は
、
県
内
市
町
の
健
康

長
寿
の
指
標
と
し
て
、
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

静
岡
県
が
平
成
27
年
８
月
に
公
表
し
た
平
成
24

年
の
「
お
達
者
度
」
で
は
、
男
女
と
も
に
森
町
が

最
も
長
く
、
男
性
が
19
・
49
年
、
女
性
が
22
・
05

年
で
し
た
。

ま
た
、過
去
３
年
、い
ず
れ
も
上
位
５
位
に
入
っ

健康づくりのポイント

「
お
達
者
度
」を
伸
ば
す
た
め
に
は

最
新
の「
お
達
者
度
」は

「
お
達
者
度
」と
は

平成24年「お達者度」上位5市町

順　位 男性（年） 女性（年）

1 森　町　19.49 森　町　22.05

2 川根本町　18.79 南伊豆町　21.95

3 河津町　18.49 吉田町　21.89

4 浜松市　18.05 川根本町　21.89

5 磐田市　18.01 裾野市　21.46

静岡県　17.50 静岡県　20.79

65歳からの平均自立期間
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静岡県及びしずおか健康長寿財団では、県内の小・中・高等学校・特別支援学校の児童生徒から、
健康に関するポスター・標語を募集し、創作過程を通じて学校や家庭などにおける健康づくり県民運動
の推進を図っています。

今年度は、ポスター・標語を合わせて822 点の応募があり、入賞作品について表彰を行うと共に、
より多くの方々にご覧いただけるよう、今後県内各地で展示する予定です。

今回は、素晴らしい作品の中から、それぞれの部門で静岡県知事賞、しずおか健康長寿財団理事
長賞に輝いた作品をご紹介します。

ポスターの部
静岡県知事賞受賞作品

第 2 回 ふじのくに健康づくり
ポスター・標語コンクール入賞作品紹介

  　食育：「家族や仲間と楽しむ食事」
  　健診（検診）：「私のため、僕のために受けて健康診断」

掛川市立曽我小学校 
大庭　蒼生さん

小学生高学年の部 中学生の部 高校生の部

浜松市立南部中学校 
松岡　真矢さん

静岡県立清水東高等学校 
網川　春花さん

健康長寿の三要素（運動・栄養・社会参加）

　 テーマ

標語の部

いただきます　みんなの笑顔が　調味料　富士宮市立富士宮第二中学校　齊藤　楓さん

健診で　さらにのばそう　健康寿命　浜松市立伊佐見小学校　嶋野　有真さん

食　　育

健診（検診）
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星陵中学校 
吉川　萌歌さん

中学生の部

磐田市立豊岡中学校 
竹花　練さん

中学生の部

静岡県立伊東高等学校
城ケ崎分校 

平沢　瑠菜さん

高校生の部

静岡県立伊東高等学校
城ケ崎分校 

鈴木　茉亜弥さん

高校生の部

ポスターの部
しずおか健康長寿財団理事長賞受賞作品

静岡市立森下小学校
久米　琴葉さん

小学生低学年の部

伊東市立宇佐美小学校
佐々木　未菜美さん

小学生高学年の部

静岡市立足久保小学校 
小原　さくらさん

小学生高学年の部

標語の部

診断は　自分をみつめる　いい機会　三島市立南中学校　楠原　紗希さん

健康診断　のびる寿命　ひろがる笑顔　静岡県立沼津東高等学校　山口　美夏さん

健診（検診）

「今日、あのね」みんなで会話　楽しい食事　伊東市立宇佐美小学校　池田　剛さん

味わって　残さず食べる　感しゃの気持ち　伊東市立宇佐美小学校　山本　姫奈乃さん

食　　育
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財団会員事業レポート

今
回
は
、「
常
滑
焼
」・「
信
楽
焼
」

に
続
く
、日
本
六
古
窯
シ
リ
ー
ズ
第

３
弾
「
瀬
戸
焼
」。早
朝
の
出
発
に

も
か
か
わ
ら
ず
、２
日
間
で
、総
勢

百
十
九
名
の
方
に
御
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

「
せ
と
も
の
」と
い
う
言
葉
の
発

祥
地
で
あ
る
瀬
戸
を
再
現
し
た「
瀬

戸
蔵
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」で
は
、学
芸

員
の
丁
寧
な
説
明
に
聞
き
入
り
、

瀬
戸
焼
千
年
の
歴
史
を
タ
イ
ム
ト

リ
ッ
プ
し
ま
し
た
。約
二
千
点
に
も

及
ぶ
や
き
も
の
を
じ
っ
く
り
見
た

か
っ
た
方
に
は
時
間
が
足
り
な
か
っ

た
か
も
…
。

昼
食
後
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
案
内
で
、「
窯
垣
の
小
径
」を
散

策
。タ
ナ
イ
タ
・
ツ
ク
・
エ
ン
ゴ
ロ
な

ど
の
窯
道
具
を
組
み
上
げ
た
石
垣

や
塀
の
前
で
は
、シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切

る
方
が
続
出
。

「
宝
泉
禅
寺
」で
は
、全
国
で
も
珍

し
い
陶
製
の
十
六
羅
漢
塑
像
が
安

置
し
て
あ
り
、「
さ
す
が
瀬
戸
」と
、

納
得
。

品
野
陶
磁
器
セ
ン
タ
ー
で
は
、織

部
焼
き
の
抹
茶
茶
碗
に
見
入
っ
て
い

る
方
、入
念
に
品
定
め
を
し
て
、「
気

に
入
っ
た
物
が
買
え
ま
し
た
」と
、

満
足
げ
な
方
も
お
り
、充
実
し
た
一

日
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

「
家
康
公
四
百
年
祭
」の
今
年
、

２
日
間
で
、多
く
の
方
に
御
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

徳
川
三
百
年
の
礎
と
な
っ
た
松

平
八
代
の
歴
史
が
始
ま
っ
た
「
松

平
郷
」を
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
案
内
で
散
策
し
ま
し
た
。「
松
平

東
照
宮
」か
ら
「
高
月
院
」に
か
け

て
の
散
策
路
に
は
、「
冠
木
門
」・

「
室
町
塀
」な
ど
、「
日
本
の
風
景
だ

ね
」と
、懐
か
し
さ
を
感
じ
て
歩
か

れ
て
い
ま
し
た
。

松平親氏公像前にて

午
後
は
、天
然
醸
造
、長
期
熟
成

を
守
り
続
け
て
い
る
八
丁
味
噌
の

蔵
元
、「
桝
塚
味
噌
」を
見
学
。

昔
な
が
ら
の
杉
、桧
の
木
桶
の
森

が
続
く
中
で
丹
精
込
め
て
育
て
ら

れ
た
味
噌
。味
噌
蔵
内
を
個
性
あ

ふ
れ
る
お
話
で
案
内
し
て
く
だ
さ
っ

た
野
田
社
長
の
「
味
噌
と
は
、つ
く

る
も
の
で
は
な
く
、育
て
る
も
の
」の

言
葉
が
染
み
込
み
ま
し
た
。

大きな木桶に囲まれた味噌蔵
( 旧日本海軍航空機格納庫を転用 )

日
本
六
古
窯
シ
リ
ー
ズ

ガ
イ
ド
と
歩
く
瀬
戸
焼
散
策

9
月
15
日
、17
日

10
月
6
日
、9
日

松
平
郷
散
策
と
八
丁
味
噌
蔵
元
見
学

窯垣の小径にて　撮影　森嶋勝美さん
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財団会員事業レポート

富
士
山
も
に
っ
こ
り
！
秋
晴
れ
、

快
晴
の
中
、多
く
の
方
に
御
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

森
林
浴
を
し
な
が
ら
、動
物
た
ち

を
外
側
か
ら
ぐ
る
っ
と
観
察
す
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
フ
ァ
リ
。エ
サ
あ

げ
体
験
も
楽
し
み
ま
し
た
。

富
士
山
こ
ど
も
の
国
で
は
、ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
を
使
用
し

て
、弾
力
の
あ
る
芝
生
の
上
を
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
で
一
汗
か
き
ま

し
た
。

心
配
し
た
天
気
も
回
復
。多
く
の
参

加
で
、２
行
程
に
分
か
れ
、山
城
「
高

根
城
跡
」ま
で
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
。

「
ポ
ー
ル
を
使
っ
て
脚
力
に
自
信
が
つ

い
た
」、「
ゆ
っ
く
り
だ
っ
た
が
、城
跡
ま

で
た
ど
り
着
け
て
良
か
っ
た
」、「
水
窪

の
町
並
み
が
見
渡
せ
た
」な
ど
、山
頂

の
物
見
櫓
が
見
え
た
瞬
間
、戦
国
時

代
さ
な
が
ら
の
光
景
に
感
激
の
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、地
元
、水
窪
町
地
頭
方
に
お

住
ま
い
の
会
員
、伊
藤
さ
ん
か
ら
の
、

り
ん
ご
と
ヤ
ク
ル
ト
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
皆
さ
ん
大
喜
び
で
し
た
。

浜
名
湖
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
ク
と

ウ
ォ
ー
ク
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
５

10
月
4
日

県
民
げ
ん
き
・
元
気
事
業
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
た
「
浜
名
湖
ウ
ォ
ー
ク
・
フ
ェ

ス
タ
２
０
１
５
」は
、千
五
百
名
も
の
参

加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
タ
内
で
、法
人
会
員
で
あ
る「
羽

立
工
業
」と
の
共
催
で
行
っ
た
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
・
ウ
ォ
ー
ク
に
も
多
く
の
方
が
参
加
。

晴
天
に
恵
ま
れ
、全
員
が
完
歩
し
ま
し

た
。コ
ス
モ
ス
が
咲
き
乱
れ
る
浜
名
湖

ガ
ー
デ
ン
パ
ー
ク
内
を
巡
る
「
ゆ
っ
た

り
満
喫
コ
ー
ス
」と
浜
名
湖
大
橋
を
渡
る

「
爽
や
か
な
風
と
弁
天
島
で
の
あ
さ
り

汁
満
喫
コ
ー
ス
」が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
自

分
の
体
力
へ
の
挑
戦
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
事
業
始
ま
っ
て
以
来
、タ
ク

シ
ー
乗
車
に
て
現
地
入
り
の
「
細
野

高
原
」は
、２
日
間
で
多
く
の
方
に
御

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
、雨
予
想
の
天
気
も
外
れ
、

う
れ
し
い
晴
天
の
中
、海
・
島
・
山
・

風
力
発
電
、そ
し
て
、名
も
無
き
花
・・

と
、絶
景
を
楽
し
み
ま
し
た
。「
下
り

が
き
つ
か
っ
た
け
れ
ど
、歩
き
切
れ
て

良
か
っ
た
」の
声
に
、運
営
ス
タ
ッ
フ

も
、充
実
感
を
味
わ
い
ま
し
た
。

黄
金
色
の
す
す
き
の
大
群
生

「
細
野
高
原
」

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

10
月
27
日
、
29
日

富
士
の
ふ
も
と

富
士
山
こ
ど
も
の
国
・

富
士
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク

11
月
4
日

眼
下
の
城
下
町
を
一
望
、

殿
様
気
分
に
浸
る

「
高
根
城
」ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

11
月
26
日

ガーデンパーク内コスモス
撮影　勝呂武さん

高根城跡の物見櫓（右）を後にして
　撮影　勝呂武さん

すすきの中を歩く。撮影　森嶋勝美さん

大人も楽しめる「こどもの国」　撮影　勝呂武さん
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財団だより 公益財団法人しずおか健康長寿財団

〒420-0856	静岡市葵区駿府町１番70号
Tel	054-253-4221　Fax	054-253-4222
ホームページ http://www.sukoyaka.or.jp（財団）
 http://www.kenkouikigai.jp（生きがい・仲間づくり情報）
電子メール ikigai@sukoyaka.or.jp

ご来場をお待ちしてま～す

第 19 回静岡県すこやか長寿祭
美術展の開催

～高齢者の生きがいづくり・社会参加の祭典！見ごたえある力作ぞろいです！～

すこやか長寿祭 健康ふれあい交流会の開催
～熟年メッセージを始めとした健康と生きがいづくりの祭典！

見ごたえ・聴きごたえのあるイベントが盛り沢山！～

●主　催 しずおか健康長寿財団、静岡県
●共　催 静岡市、浜松市
●開催日 平成 28 年１月16 日（土）～１月 24 日（日）
 10:00 ～17:00（24 日（日）は15:00 まで）
 ※1月18 日（月）は休館日です。 
●会　場 静岡県立美術館県民ギャラリー
●内　容 ①日本画、②洋画、③彫刻
 ④工芸、⑤書、⑥写真（計約 300 点）
●入　場 無料

●主　催 すこやか長寿祭健康ふれあい交流会実行委員会、
 しずおか健康長寿財団
●開催日 平成 28 年１月 30 日（土）　11:30 ～15:45
●会　場 グランシップ「中ホール・大地」
●内　容 第 16 回熟年メッセージ大会
 リフォームファッションショー
 シニアコーラス、吹奏楽、ダンスなど
●入　場 無料

平成 26 年度美術展の様子

平成 26 年度健康ふれあい交流会
シニアコーラス「四季を歌う会」の皆さん
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公益社団法人 静岡県シルバー人材センター連合会　　　http://shizuoka-ksjc.ne.jp
静岡県静岡市葵区黒金町 5 番地の 1　静岡県勤労者総合会館 4 階　　TEL　054-254-7240

◎ ちょっとまって！「現金送って」は詐欺です！

チエブクロー

生き活きシルバー会員の紹介

１年中、日焼けした顔が印象的な横田春雄さん（78歳）は普段、草刈り、剪定が主な仕事で、とても78歳とは思えない体力
の持ち主です。
在籍11年目、現在副理事長、互助会の会長、安全委員会委員長と各方面で活躍しています。
安全委員会では長年の知識、経験を生かし巡回で指導にあたるなど事故件数減少に努めています。そのお陰か今年度27

年の事故は減少しています。
仕事の面ではリーダー的存在で会員の指導にあたり頼りがいのある会員です。日頃から仲間と「お客様に喜ばれる作業」を

目標に頑張っていただいています。そんな横田春雄さんを紹介します。

私は、シルバーに入会して早いもので、十数年経ち、草刈りが主な仕事です。茶園９ヘクタールの草刈りは年４～５回、草取り
は２ケ月毎に１回、茶園の管理をしています。雑草の逞しい生育には目をみはるものがあります。一通り除草を終え最初に除草
した畑を見て行くとびっくり。草が芽を出している姿を見ると愕然とします。
自分で仕事の計画を立てこの仕事はいつやるのか「今でしょう」てな訳で毎日毎日過ごして

います。仕事の疲れは夜のカラオケ仲間とワイワイガヤガヤ、これが意外と疲れを取り明日の
仕事の励みになります。仕事として一番うれしい事は依頼者より「非常にきれいになった」と笑
顔で言われる事です。
私はいつも相棒に「依頼者とコミュニケーションを取るように、そして仕事は手を抜かない

事が依頼につながって行く」と話しています。出来る事なら今後十年位米寿を迎えるまで雑草
のごとく逞しく生きたいです。

牧之原市シルバー人材センター　横田春雄さん 

仲間と一緒にお正月を迎えた
横田さん（中央左の赤い襟の人）

磐田市シルバー人材センターに入会し、早いもので12年になります。入会６ヶ月を過ぎた頃より、平成21
年４月からセンターの自主事業として新たにスタートしましたリサイクルバンク「マガモ」で就業することに
なりました。マガモでは、「捨てるにはもったいない」、「綺麗だけどサイズが合わず着られなくなった」等の赤
ちゃんや子供の服・用品や学校用品・学生服など、リサイクル品として必要とされる方々へ有料でお譲りして
います。マガモに来店する方々は、菊川から浜松までの広範囲で、妊婦さんの頃より顔見知りになり子供さ

んが成長するのを見届ける機会が多く感慨深いものがあります。
また、市の「子育達人」の講座に幾度か参加し、若いお母さんに子供用品の取り扱い方や情

報提供、アドバイスを戴き勉強になることも多く、世代が変わりつつあることも感じます。
今では、センターでの活動として手芸クラブの「スターチスの会」にも入り、仲間と作品作り

に励んでいます。いろいろな作品を作り上げるまで、特に編物はとても親切にわかりやすく教え
て下さり、たくさんの作品を作ることが出来るようになり、皆さんに感謝しています。
これからも、就業・手芸クラブを続けられるよう健康に注意し頑張って充実したシルバー人

材センターでの生活を過していきたいと思います。

磐田市シルバー人材センター　伊熊純子さん

笑顔で接客する伊熊さん（左端）

あなたの生きがい、きっと、ここにあります
シルバー人材センターの会員になって、

培ってきた経験と能力を活かし、地域で活躍しませんか。
※各市町センターの検索は、下記ホームページより、あなたの街のセンターを閲覧
　してください。


